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平
成
二
十
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度 

　
秋
田
県
消
防
協
会
の
平
成
二
三
年
度
代

議
員
会
が
五
月
二
四
日
（
火
）
、
秋
田
市

の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
秋
田
県
副
知
事
堀
井

啓
一
様
、
秋
田
県
議
会
総
務
企
画
委
員
長

佐
藤
賢
一
郎
様
、
秋
田
海
上
保
安
部
長
松

尾
映
正
様
、
秋
田
県
消
防
学
校
副
校
長
冨

岡
正
毅
様
を
来
賓
に
迎
え
、
代
議
員
六
二

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。 

　
代
議
員
会
で
は
、
最
初
に
三
月
一
一
日

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら

れ
た
多
く
の
方
々
に
黙
祷
を
献
げ
た
。
中

泉
松
之
助
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
こ
の
東

日
本
大
震
災
で
の
消
防
職
団
員
の
活
動
は

多
く
の
国
民
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
な
ど
、

大
災
害
時
に
お
け
る
消
防
活
動
の
重
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
私
達
消
防

人
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
」
と
し
、
続
い
て
協
会
の
今

年
度
の
活
動
方
針
を
述
べ
た
。 

■
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行 

　
七
月
の
移
行
認
定
の
申
請
、
来
年
二

月
に
は
移
行
登
記
が
で
き
る
よ
う
作
業

を
進
め
て
い
る
。
議
案
と
し
て
提
案
し
て

い
る
が
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
。 

■
平
成
二
四
年
度
全
国
女
性
消
防
団
員
活

　
性
化
大
会
の
秋
田
開
催 

　
来
年
一
一
月
九
日
、
一
〇
日
の
二
日

間
、
秋
田
市
で
開
催
す
べ
く
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
に
入
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
皆
様
の
全
面
的
な
ご
支
援

を
頂
き
、
成
功
裏
に
終
え
た
い
。 

■
消
防
互
助
会
事
業
へ
の
加
入
促
進 

　
消
防
互
助
会
は
、
「
罹
災
互
助
会
」

か
ら
名
称
を
替
え
、
今
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
結
婚
祝
い
金
の
贈
与
な

ど
内
容
も
充
実
さ
せ
た
の
で
会
員
全
員

が
加
入
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。 

　
議
事
で
は
、
提
案
さ
れ
た
一
三
議
案

が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
役
員
改
選
（
四

ペ
ー
ジ
参
照
）
が
行
わ
れ
、
正
副
会
長

は
全
員
再
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
に
伴
う
日
本
消
防
協
会

福
祉
共
済
事
業
の
改
正
（
四
ペ
ー
ジ
参

照
）
等
の
報
告
、
今
年
度
の
秋
田
県
消

防
操
法
大
会
出
場
順
の
抽
選
（
四
ペ
ー

ジ
参
照
）
が
行
わ
れ
た
。 

■
承
認
さ
れ
た
議
案 

　
①
平
成
二
二
年
度
事
業
の
概
要
報
告 

　
②
平
成
二
二
年
度
会
計
決
算 

　
③
監
査
報
告 

　
④
平
成
二
三
年
度
事
業
計
画 

　
⑤
平
成
二
三
年
度
支
部
分
担
金
徴
収
額 

　
⑥
平
成
二
三
年
度
会
計
予
算 

　
⑦
年
度
内
一
時
借
入 

　
⑧
監
事
補
充
の
委
任 

　
⑨
公
益
認
定
申
請 

　
⑩
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の

　
　
定
款 

　
⑪
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
規
程
の

　
　
制
定 

　
⑫
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
規

　
　
程
の
制
定 

　
⑬
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の

　
　
最
初
の
役
員 

■
報
告
事
項 

　
①
平
成
二
四
年
度
全
国
女
性
消
防
団
員

　
　
活
性
化
大
会
の
秋
田
開
催 

　
　
・
平
成
二
四
年
一
一
月
九
日（
金
）と

　
　
　
一
〇
日（
土
）の
二
日
間
開
催 

　
　
・
第
一
八
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活

　
　
　
性
化
秋
田
大
会
実
行
委
員
会
の
設

　
　
　
置 

　
②
日
本
消
防
協
会
第
一
回
代
議
員
会
の

　
　
決
議
（
四
ペ
ー
ジ
参
照
） 

　
③
平
成
二
四
年
度
秋
田
県
消
防
大
会
の

　
　
開
催
支
部 

　
　
・
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部
に
決
定 

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
決
議

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
決
議 

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
決
議 

◆
秋
田
県
消
防
協
会
◆ 

平
成
二
三
年
度
代
議
員
会 

（１）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年６月15日（毎月１回15日発行） №688



《 平成23年度　事　業　計　画 》 
１．消防思想普及啓発事業                                                                   
 

 消防思想の普及啓発 新聞｢消防秋田｣を毎月1回(1,100部)発行する 　　　　毎　　月 

  ホームページの開設 　　　　年　　間 

 火災予防運動の推進 防火ポスターコンクールの実施 平成23年11月 

  支部活動の推進（防火弁論大会・防火座談会の開催） 　　　　年　　間 

 殉職者慰霊に関する 殉職消防職・団員慰霊祭の執行 平成23年8月24日  

 事業 第30回全国消防殉職者慰霊祭への参列 平成23年（11月以降に延期） 

 
２．地域消防防災力向上推進事業                                                             
 

 消防団員の教養研修 現地における教養研修 年　間 

  消防学校での教育訓練 

  　・女性消防団員研修【新規】 平成23年10月29日～30日 

  　・消防団員指導員研修 平成23年11月26日～27日 

  　・幹部教育 平成24年１月21日～22日 

  　・基礎教育 平成24年２月18日～19日 

  日本消防協会等への派遣研修 

  　・消防団長等幹部海外事情調査(ヨーロッパ) 平成23年９月13日～21日  

  　・第26回日中消防友好調査（中国コース） 平成23年10月21日～28日 

  　・第38回消防団幹部特別研修 平成24年１月17日～20日  

  　・第11回消防団幹部候補中央特別研修（男性） 平成24年２月７日～９日  

  　・第11回消防団幹部候補中央特別研修（女性） 平成24年２月13日～15日  

  第64回秋田県消防大会の開催 平成23年６月25日  

  全県消防団長研修会の開催 平成23年11月25日 

  女性消防団員の研修 

  　・全国女性消防団員活性化秋田大会実行委員会の設置【新規】 平成23年５月～  

  　・第17回全国女性消防団員活性化香川大会 平成23年11月11日～12日 

  　・女性消防団ネットワーク会議の開催 平成24年２月９日 

 消防技術の向上と 消防操法大会の開催 

 消防設備の斡旋 　・支部大会開催への助成 平成23年６月～７月 

  　・第48回秋田県消防操法大会の開催 平成23年９月８日 

  　・第20回全国女性消防操法大会への出場助成 平成23年10月19日 

  消防車両の斡旋 （平成23年度は中止） 

  消防活動促進事業 

 消防団活動の活性化 消防団活動活性化の推進 　　　　
年　　間 

  　・消防団員の確保、消防広域化支援事業 

  女性消防団員の活動促進 

  　・女性消防団員制服等の交付 　　　　
年 ４ 回 

  消防制度の検討 

  　・東北地区消防連絡協議会（新潟県） 平成23年７月14日～15日 

 
３．消防職団員福利厚生事業                                                                 
 

 表彰に関する事業 秋田県消防協会長表彰 平成24年１月１日 

  日本消防協会長表彰 平成24年２月23日  

 消防互助会事業 罹災見舞金の交付  

  弔慰・傷痍見舞金の交付 　　　　年　　間 

  結婚祝い金の交付【新規】 

 共済事業 消防団員福祉共済事業  

  婦人消防隊員等福祉共済事業 　　　　
年　　間 

  消防互助年金制度 

  火災共済制度 

 
４．会議の開催                                                                             
 

 会議の開催 理事会 年３回開催 

  代議員会 平成23年5月24日  

 

事 業 項 目　　　　　　　　　　実　　施　　内　　容　　　　　　　　　　  実　施　時　期 

事 業 項 目　　　　　　　　　　実　　施　　内　　容　　　　　　　　　　  実　施　時　期 

事 業 項 目　　　　　　　　　　実　　施　　内　　容　　　　　　　　　　  実　施　時　期 

事 業 項 目　　　　　　　　　　実　　施　　内　　容　　　　　　　　　　  実　施　時　期 

№688（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年６月15日（毎月１回15日発行）（２）



《 平成23年度　会　計　予　算 》 

勘　定　科　目 予　　算　　額 摘　　　　　　　要 

平成23年度　消防互助会収支予算 [再掲]

勘　定　科　目 予　算　額（Ａ） 前期予算額（Ｂ） 増　　減（Ａ－Ｂ） 

(単位：円)

(単位：円)

 Ⅰ　事業活動収支の部    

 　１．事業活動収入    

 　　(1）会費収入 5,700,000 消防互助会掛金 

 　　(2）事業収入 241,500 新聞広告料 

　　　(3）補助金等収入 13,369,000 秋田県、日本消防協会からの補助金等 

 　　(4）負担金収入 5,516,000  

 　　　　　負担金 1,758,000 秋田県からの負担金 

 　　　　　市町村負担金 3,758,000 支部負担金 

 　　(5）寄付金収入 6,034,000 会員会費  

 　　(6）雑収入 190,000 

 　　(7）その他事業活動収入 1,000,000 消防互助会預り金からの繰り入れ 

 　　(8）事業活動収入計 32,050,500 

 　２．事業活動支出    

 　　(1）事業費支出 28,010,000 主な公益事業の事業費 

   ⑴  消防思想普及啓発費  2,500千円 

   ⑵  火災予防運動の支部活動費  900千円 

   ⑶  秋田県消防大会費  840千円 

   ⑷  全県消防団長研修会費  256千円 

   ⑸  女性消防団員活性化全国大会派遣費  1,262千円 

   ⑹【新】秋田大会実行委員会設置費  500千円 

   ⑺  女性消防団ネットワーク会議費  336千円 

   ⑻  秋田県消防操法大会費  1,229千円 

   ⑼  支部操法大会助成費  900千円 

   ⑽【新】女性消防団員研修費 303千円 

 　　(2）管理費支出 4,803,000 

 　　(3）その他事業活動支出 200,000 協会長表彰旗更新積立金 

　　　(4）事業活動支出計 33,013,000 

　３．事業活動収支差額 △　　962,500 

 Ⅱ　当期収支差額 △　　962,500 

 Ⅲ　前期繰越収支差額 4,600,558 

 Ⅳ　次期繰越収支差額 3,638,058 

 収入の部    

 　　掛金収入 5,700,000 5,700,000 0 

 　　見舞金充当金 1,000,000 1,000,000 0 

 　　収入計 6,700,000 6,700,000 0 

 支出の部    

 　　事業費 2,100,000 2,000,000 100,000 

 　　　　罹災見舞金 780,000 2,000,000 △ 　1,220,000 

 　　　　弔慰・傷痍見舞金 330,000 0 330,000 

 　　　　結婚祝い金 990,000 0 990,000 

 　　管理費支出 4,400,000 4,216,800 183,200 

 　　退職給付引資産取得支出 172,000 395,000 △　　223,000 

 　　予備費 28,000 88,200 △　　  60,200 

 　　支出計 6,700,000 6,700,000 0

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年６月15日（毎月１回15日発行） №688



　
五
月
一
〇
日
（
火
）
、
日
本
消
防
協
会

大
会
議
室
で
平
成
二
三
年
度
日
本
消
防
協

会
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

　
代
議
員
会
は
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
黙
祷

を
献
げ
た
後
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
提

出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
た
。 

　
・
平
成
二
二
年
度
事
業
報
告 

　
・
平
成
二
二
年
度
決
算
認
定 

　
・
監
査
報
告 

　
・
平
成
二
三
年
度
収
支
補
正
予
算 

　
・
日
本
消
防
協
会
消
防
団
員
福
祉
共
済

　
　
制
度
規
約
の
一
部
改
正 

　
・
婦
人
消
防
隊
員
等
福
祉
共
済
制
度
規

　
　
約
の
一
部
改
正 

　
秋
本
敏
文
理
事
長
は
議
案
提
案
理
由
の

中
で
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
仲
間
で

あ
る
消
防
団
員
二
五
〇
名
近
く
が
殉
職
さ

れ
た
。
弔
慰
金
等
の
交
付
額
は
、
通
常
の

場
合
、
一
人
当
た
り
二
，八
〇
〇
万
円
で
、

必
要
総
額
は
七
〇
億
円
に
達
す
る
。
こ
れ

ま
で
積
み
立
て
て
き
た
支
払
準
備
金
引
当

資
産
を
全
額
取
崩
し
て
も
、
到
底
間
に
合

う
状
況
に
は
な
い
」
と
予
算
の
補
正
や
福

祉
共
済
制
度
規
約
の
一
部
改
正
等
が
必
要

と
な
っ
た
背
景
を
説
明
し
た
。 

　
＊
消
防
団
員
殉
職
の
状
況 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
六
月
一
日
現
在
） 

　
　
死
亡
者
数
　
　
　
　
　
　
一
九
二
名 

　
　
行
方
不
明
者
数
　
　
　
　
　
五
七
名 

　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
九
名 

　
こ
こ
で
、
東
日
本
大
震
災
で
殉
職
さ
れ

た
消
防
団
員
へ
交
付
す
る
弔
慰
金
等
に
つ

い
て
、
そ
の
交
付
額
や
不
足
す
る
財
源
の

確
保
対
策
な
ど
福
祉
共
済
事
業
等
の
対
応

策
を
紹
介
す
る
。 

■
平
成
二
三
年
度
事
業
の
見
直
し
等
に
よ

　
り
三
〇
・
八
億
円
を
確
保 

　
○
車
輌
交
付
事
業
の
取
り
止
め
と
健
康

　
　
増
進
事
業
の
圧
縮
　（
二
・
四
億
円
） 

　
○
福
祉
共
済
事
業
返
戻
金
の
取
り
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
・
七
億
円
） 

　
○
平
成
二
二
年
度
繰
越
金
の
繰
入 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
・
七
億
円
） 

　
○
支
払
準
備
金
引
当
資
産
の
取
崩
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
四
・
〇
億
円
） 

■
弔
慰
金
等
一
，二
〇
〇
万
円
を
交
付 

○
弔
慰
金
等
二
，
八
〇
〇
万
円
を
特
例

的
に
引
き
下
げ
て
一
，
二
〇
〇
万
円

を
交
付
す
る
。
　（
三
〇
・
〇
億
円
） 

　
　
　
弔
慰
金
　

　
　
一
，一
〇
〇
万
円 

　
　
　
遺
族
援
護
金
　

　
　一
〇
〇
万
円 

　
　
　
計
　

　
　
　
　
一
，二
〇
〇
万
円 

　
○
入
院
見
舞
金
な
ど
他
の
給
付
追
加 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
〇
・
八
億
円
） 

■
殉
職
消
防
団
員
特
別
見
舞
金
の
募
集 

○
殉
職
消
防
団
員
の
ご
遺
族
を
支
援
す

る
た
め
、
全
国
の
消
防
団
員
や
一
般

の
方
々
か
ら
見
舞
金
を
募
集
す
る
。   

　
・
募
集
期
間 

　
　
　
平
成
二
三
年
五
月
一
六
日
〜 

　
　
　
平
成
二
三
年
一
二
月
三
一
日 

　
・
振
込
先 

　
　
　
銀
行
・
支
店
名 

　
　
　
　
り
そ
な
銀
行
　
東
京
公
務
部 

　
　
　
口
座
番
号 

　
　
　
　
普
通
預
金
　
〇
〇
七
〇
六
八
二 

      

　
口
座
名 

　
　
　
　（
財
）日
本
消
防
協
会
殉
職
消
防 

　
　
　
　
団
員
特
別
見
舞
金 

　（
ニ
ッ
シ
ョ
ウ
ト
ク
ベ
ツ
ミ
マ
イ
キ
ン
） 

■
支
払
準
備
金
積
戻
し
の
た
め
年
掛
金
を 

　
四
，〇
〇
〇
円
に
改
定 

○
来
年
度
か
ら
三
年
間
に
限
り
、
年
掛

金
を
三
，〇
〇
〇
円
か
ら
四
，〇
〇
〇

円
と
す
る
。 

　 

東
日
本
大
震
災
に
伴
う 

  

福
祉
共
済
制
度
の
見
直
し 

　
　
　
　
　
　
●
日
本
消
防
協
会
● 
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鹿 角  

大 館 北 秋 田  

能 代 市 山 本 郡  

男 鹿 潟 上 南 秋  

秋 田 市  

本 荘 由 利  

大仙市仙北市美郷町 

横 手 市  

湯 沢 市 雄 勝 郡  

1 

8 

6 

2 

7 

9 

3 

4 

5

7 

1 

5 

6 

3 

4 
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小型ポンプ操法の部 種目等 支部名 ポンプ車操法の部 （※平成23年５月25日現在） 

役　職 所属・階級等 氏　　名 

秋田市消防団　団長 

能代市消防団　団長 

由利本荘市消防団　団長 

大仙市消防団　団長 

秋田県総務部 総合防災課 課長 

鹿角市消防団　団長 

横手市大森消防団　団長 

大館市消防団　団長 

潟上市消防団　団長 

湯沢市消防団　団長 

秋田市消防本部　消防長 

 

 

秋田県消防協会　事務局長 

男鹿市消防団　団長 

北秋田市消防団　団長 

横手市横手消防団　団長 

中　泉　松之助 

中　田　　　潤 

畠　山　　　勉 

草　⦌　忠　誠 

佐　藤　　　昇 

黒　澤　文　男 

稲　葉　盛　榮 

成　田　十喜男 

古　戸　俊　行 

近　野　宗　一

佐　藤　　　肇 

伊　藤　和　美 

日　沼　一　之 

進　藤　鋼　司

佐々木　善　廣

北　林　　　榮

泉　　　信　一

大曲仙北広域市町村圏組合 
消防本部　消防長 

能代山本広域市町村圏組合 
消防本部　消防長 

会　　長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

理　　事 

監　　事 

監　　事 

監　　事 

※ ９月８日（木）　秋田県消防学校 
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グラッときたら、どうする。　＝とっさの状況判断が、生死を左右します＝ 

　揺れが大きい場合は、どこにいても最初の１分間は身の安全確保が先決です。 

　「阪神・淡路大震災」のとき、39.5％の方が「何もできなかった」と答えています。 

　いざというときに冷静に行動できないと、命に関わる危険性もあります。 

　地震発生時にあわてないためにも、いざというときどうしたらいいのか、ご紹介します。 

防災対策シリーズ⑥ 地震対策

1 就寝中だったら 

　¡ふとんや枕などで頭を保護しながら、転倒のお

それがある家具（タンス、鏡台など）からでき

るだけ離れましょう。 

　¡ベッドで寝てい

る場合は、迷わ

ずベッドの下に

もぐり、揺れが

収まるのを待ち

ましょう。                

2 料理中だったら 

　¡揺れを感じてすぐに火を消せるときは、火を消

しましょう。 

　¡大きな揺れのときは、

揺れが収まってから

火を消すように。テ

ーブルなどの下にも

ぐり、なべ、お盆、

クッションなどで頭

を保護しましょう。 

3 お風呂やトイレに入っていたら 

　¡風呂場やトイレは、比較的安全な場所と言われ

ています。 

　¡あわてて飛び出さず、ドアや窓を開けて出口を

確保しましょう。 

　¡お風呂に入っているときは、落ち着いて火の始

末をし、服を身につけて脱出しましょう。 

　¡お風呂で裸でいる間は、窓ガラスや鏡の破片、

タイルなどの落下物に注意して下さい。 

 

4 デパート・スーパーにいたら 

　¡ショーケースの転倒、商品の落下、ガラスの破

片に注意しましょう。 

　¡柱や壁際に身を寄せ、衣類や手荷物で頭を保護

しましょう。 

　¡もし、子どもを連れているときは、しっかり抱

え込んで、上着などで頭を保護して下さい。 

　¡店員の指示に従って行動しましょう。 

　　あわてて出口に殺到すると、パニックになるこ

とがあり、危険です。 

5 繁華街にいたら 

　¡ガラスや看板、ネオンサインなどの落下物に注

意して下さい。 

　　手荷物などで頭を保護し、広場などへ逃げまし

ょう。 

　¡建物や塀、電柱などから離れましょう。 

　　また、自動販売機の転倒にも注意しましょう。 

６　電車に乗っていたら 

　¡電車は揺れを感じると、自動的に停車します。 

　¡将棋倒しや網棚からの落下物に注意し、つり革

や手すりにしっかりつかまりましょう。 

　¡座っているときは、足を踏ん張って状態を前か

がみにし、雑誌やバッグなどで頭を保護しまし

ょう。 

7 バスに乗っていたら 

　¡座っている場合は、前かがみになって、前の座

席の背もたれをしっかり

とつかみます。 

　¡立っている場合は、つり

革やシートの手すりをし

っかり握るか、しゃがみ

込んで座席の脚にしがみ

つくようにしましょう。 

8 車を運転していたら 

　¡急ブレーキは大事故の原因になります。 

　　ハンドルをしっかり握って徐々にスピードを落

とし、道路の左側に停車して、エンジンを切り

ましょう。 

　¡揺れが収まるまで車外には出ず、カーラジオな

どで情報を確認しましょう。 

　¡車を離れるときは、窓を閉め、キーは付けたま

まで、ドアはロックしない 
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秋
田
県
消
防
学
校
で
初
任
教
育
が
始
ま

っ
て
以
来
最
多
の
九
二
名
が
入
校
し
た
第

六
五
期
生
は
、
四
月
八
日
の
入
校
式
か
ら

も
う
二
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。 

　
入
校
当
初
、
入
校
生
に
と
っ
て
は
消
防

と
い
う
全
く
未
知
の
分
野
の
教
育
訓
練
が

始
ま
る
こ
と
へ
の
不
安
、
ま
た
、
初
め
て

出
会
う
仲
間
と
寮
で
共
同
生
活
す
る
こ
と

へ
の
戸
惑
い
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た
が
、
今

で
は
み
ん
な
が
打
ち
解
け
合
い
、
協
力
し

て
日
々
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。 

　
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
を
仙
台

市
で
被

災
し
た

入
校
生

の
一
人

は
、「
た

く
さ
ん

の
人
が

苦
し
み
、

助
け
を

求
め
て

い
る
の

に
何
も

で
き
な

か
っ
た
。
ど
ん
な
時
で
も
、
ど
ん
な
状
況

で
も
人
々
を
助
け
ら
れ
る
消
防
士
に
な
り

た
い
」
と
決
意
も
新
た
に
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
た
。 

　
教
育
訓
練
も
五
月
に
入
る
と
、
体
力
錬

成
、
礼
式
訓
練
か
ら
消
防
基
礎
技
術
の
習

得
へ
と
移
行
し
、
現
在
で
は
、
空
気
呼
吸

機
器
取

扱
訓
練
、

身
体
結

索
訓
練
、

救
助
訓

練
な
ど

の
実
技

訓
練
が

本
格
化

し
て
き

て
い
る
。 

　
実
科

訓
練
は

二
ク
ラ

ス
編
成
で
実
施
さ
れ
、
学
生
一
人
一
人

が
資
器
材
を
効
率
よ
く
使
用
し
、
濃
密

な
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
実

科
訓
練
と
座
学
を
関
連
付
け
、
知
識
と
行

動
の
一
体
性
を
認
識
さ
せ
る
工
夫
も
行
わ

れ
て
い
る
な
ど
、
初
任
教
育
の
到
達
目
標

で
あ
る
「
直
ち
に
警
防
隊
員
と
し
て
活
動

で
き
る
」
能
力
の
習
得
に
向
け
、
充
実
し

た
教
育
訓
練
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。 

 

岩
谷
　
源
太 

　
大
館
市
消
防
本
部 

実
技
訓
練
も
本
格
化

消
防
学
校
に
入
校
し
て 

第
六
五
期
初
任
教
育
入
校
生 

第
六
五
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校 

　
秋
田
県
消
防
学
校
か
ら
、
今
年
の
初
任

教
育
入
校
生
の
『
消
防
学
校
に
入
校
し
て
』

と
題
し
た
作
文
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
皆

さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。 

      

　
私
は
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
仙
台

に
い
た
。
ま
だ
学
生
だ
っ
た
た
め
、
大
館

に
帰
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
た
。

そ
の
日
部
屋
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
、
午

後
二
時
四
六
分
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
揺
れ
が
き
た
。
私
は
窓
を
開
け
て
三

階
か
ら
飛
び
降
り
よ
う
と
も
考
え
た
。
さ

ら
に
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
が
崩
れ
て
き

て
た
た
め
、
裸
足
で
外
に
飛
び
で
た
。
そ

し
て
全
て
が
停
電
に
な
り
、
今
ま
で
に
な

い
暗
さ
の
夜
を
迎
え
た
。
夜
も
サ
イ
レ
ン

の
音
が
鳴
り
続
け
て
、
消
防
の
人
達
は
救

助
に
向
か
っ
て
い
た
。
私
は
人
を
助
け
た

い
が
、
ま
だ
知
識
も
技
術
も
な
い
の
で
な

に
も
で
き
な
い
自
分
が
悔
し
い
と
感
じ
た
。

そ
し
て
早
く
力
を
付
け
て
人
々
を
救
い
た

い
と
強
く
思
っ
た
。 

　
そ
れ
か
ら
数
日
が
た
ち
、
私
は
大
館
に

帰
っ
て
き
た
。
仙
台
と
比
べ
物
資
は
ま
ず

ま
ず
あ
る
た
め
過
ご
し
や
す
か
っ
た
。
し

か
し
自
分
だ
け
こ
ん
な
幸
せ
に
過
ご
し
て

い
て
も
だ
め
だ
と
思
っ
た
の
で
、
父
に
な

に
か
で
き
な
い
か
と
相
談
し
た
。
そ
し
た

ら
被
災
地
に
送
る
救
援
物
資
の
役
割
の
人

が
足
り
な
い
と
あ
っ
た
の
で
、
私
は
一
〇

日
間
手
伝
い
に
い
っ
た
。
重
い
荷
物
を
ず

っ
と
運
ん
だ
り
の
重
労
働
で
あ
っ
た
が
、

被
災
地
の
人
の
こ
と
を
思
う
と
力
が
出
て

き
た
。 

　
ま
た
私
は
昨
年
か
ら
今
年
の
三
月
ま
で

仙
台
の
専
門
学
校
で
勉
強
し
て
い
た
が
、

そ
こ
で
同
じ
消
防
を
目
指
し
て
き
た
仲
間

が
い
る
。
そ
こ
で
実
際
に
家
を
失
っ
た
人

や
友
人
を
失
っ
た
人
も
い
た
。
ま
た
、
連

絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
い
た
。

そ
の
人
た
ち
を
思
う
と
本
当
に
胸
が
痛
く

な
る
。
だ
か
ら
力
を
付
け
て
い
く
し
か
な

い
。
そ
し
て
平
成
二
三
年
四
月
八
日
、
秋

田
県
消
防
学
校
に
無
事
入
校
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
六
五
期
は
今
ま
で
最
大
の
人
数

だ
。
私
も
九
二
人
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し

た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
出
会
え
る
と
い
う
わ
く
わ
く
感
も
あ
っ
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高
橋
　
大
貴 

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏  

組
合
消
防
本
部 

　
　
　
　 

た
。
四
月
六
日
、
同
じ
三
〇
五
号
室
の
人

た
ち
と
会
っ
た
。
皆
明
る
く
親
切
だ
っ
た

の
で
す
ぐ
友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
月
七
日
は
皆
の
前
で
一
人
一
人
自
己
紹

介
が
あ
っ
た
。
私
は
と
に
か
く
大
き
な
声

を
意
識
し
た
。
や
は
り
消
防
士
は
し
ゃ
き

っ
と
し
て
い
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
思
う
。

だ
か
ら
今
後
も
生
活
に
め
り
は
り
を
付
け

て
き
び
き
び
と
い
く
。
ま
た
そ
の
日
の
午

後
か
ら
は
入
校
式
の
練
習
も
し
っ
か
り
と

や
っ
た
。
や
は
り
始
め
の
ス
タ
ー
ト
は
大

切
だ
か
ら
入
念
に
皆
練
習
し
た
。
そ
し
て

四
月
八
日
午
後
一
時
か
ら
秋
田
県
消
防
学

校
六
五
期
の
入
校
式
の
本
番
が
は
じ
ま
っ

た
。
直
前
ま
で
し
っ
か
り
と
練
習
し
て
い

た
た
め
、
堂
々
と
や
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
入
校
式
を
終
え
て
改
め
て
気
持
ち

が
引
き
締
ま
っ
た
。
や
は
り
消
防
は
小
学

生
か
ら
の
あ
こ
が
れ
の
職
業
だ
っ
た
し
、

な
に
よ
り
も
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
大

館
市
に
今
度
は
消
防
士
と
し
て
恩
返
し
が

し
た
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
は
毎
日
の

訓
練
、
勉
強
を
し
っ
か
り
と
や
り
力
と
知

識
、
技
術
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
仲
間
と
協
力
、
そ
し
て
競
い
合
っ
て

上
を
目
指
す
。 

      

　
消
防
学
校
に
入
校
し
て
こ
れ
か
ら
約
六

ヵ
月
の
消
防
士
に
な
る
た
め
の
訓
練
が
始

ま
る
。
そ
の
中
で
私
は
目
標
を
三
つ
達
成

さ
せ
た
い
と
思
う
。 

　
一
つ
目
は
消
防
士
と
し
て
の
技
術
を
確

実
に
身
に
付
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。
消
防

学
校
で
は
放
水
訓
練
・
救
助
訓
練
な
ど
実

戦
的
な
も
の
か
ら
法
律
な
ど
消
防
士
と
し

て
働
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な
非
常
に
沢

山
の
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
消
防
士
と
い
う
職
業
は
人
の
人

命
を
預
か
る
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。
ま
た

人
の
命
だ
け
で
な
く
一
歩
間
違
う
と
自
ら

の
命
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
て
も

危
険
な
職
業
で
も
あ
る
。
な
の
で
こ
の
技

術
、
知
識
を
教
わ
る
消
防
学
校
で
の
授
業
、

訓
練
に
懸
命
に
取
り
組
み
、
確
実
に
取
得

し
た
い
。 

　
二
つ
目
は
社
会
人
と
し
て
の
基
本
を
身

に
付
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。
今
ま
で
は
学

生
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
社
会
人
と
し
て
生
活
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
学
生
の
時
の
よ
う
に
甘
え

な
ど
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
な
の
で
社

会
人
と
し
て
の
基
礎
を
消
防
学
校
で
身
に

付
け
た
い
と
思
う
。
寮
生
活
で
は
自
分
は

最
も
年
下
で
あ
る
。
同
期
の
中
に
は
大
学

を
卒
業
し
て
き
た
人
や
会
社
に
勤
め
て
い

た
経
験
の
あ
る
人
な
ど
多
く
の
社
会
人
を

経
験
し
て
き
た
人
が
い
る
。
そ
ん
な
先
輩

方
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
く
中
で
、
一
つ

で
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
身
に
つ
け

た
い
と
思
う
。 

　
三
つ
目
は
多
く
の
友
人
を
作
る
と
い
う

こ
と
だ
。
六
ヵ
月
間
の
間
一
緒
に
寮
生
活

を
送
っ
て
い
く
中
で
沢
山
の
友
人
を
作
り

た
い
。
消
防
士
は
危
険
な
現
場
で
命
の
や

り
と
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
て

も
一
人
で
は
出
来
な
い
。
多
く
の
仲
間
と

自
分
の
命
を
預
け
て
も
い
い
と
い
う
く
ら

い
の
信
頼
関
係
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
消
防
学
校
で
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
幅

広
い
年
代
の
人
た
ち
と
生
活
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
ヵ
月
間
と
い
う
短

い
期
間
の
間
だ
が
多
く
の
人
た
ち
と
そ
う

い
っ
た
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
う
。 

　
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
一
万
人
以
上
の
人
が
亡
く
な
り
、

未
だ
に
一
万
人
以
上
の
人
の
行
方
が
分
か

っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
大
災
害
が
起
こ

る
以
上
消
防
の
必
要
性
、
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
時
に
消
防
士
と
な
っ
た
の
も
な
に

か
の
縁
だ
と
思
う
。
消
防
学
校
で
の
生
活

は
非
常
に
厳
し
く
き
つ
い
も
の
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
自
分
達
の
力
が
必

要
に
な
る
。
多
く
の
人
々
の
役
に
立
つ
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
消
防
は
自

分
た
ち
が
担
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
強
い

意
思
を
持
ち
、
三
つ
の
目
標
を
達
成
し
、

立
派
な
消
防

士
と
な
る
た

め
に
こ
れ
か

ら
六
ヵ
月
間

全
力
で
頑
張

っ
て
い
き
た

い
。 

（７）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年６月15日（毎月１回15日発行） №688
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に
か
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市
消
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に
か
ほ
市
女
性
消
防
団
の
活
動 
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平成23年 平成22年 同期比較 

５月 累計 累計 ５月 年計 ５月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 

　
に
か
ほ
市
消
防
団
で
は
平
成
一
九
年
に

初
の
女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
九
名
で
発
足
し
て
以
来
、
団
員
数
が

増
え
平
成
二
三
年
度
四
月
一
日
現
在
で
は
、

総
勢
一
九
名
と
な
り
地
域
防
災
の
担
い
手
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
発
足
当
初
は
基
本
的
な
防
災
の
知
識
と

技
術
を
一
般
住
民
へ
指
導
す
る
た
め
の
地

道
な
活
動
で
、
活
躍
す
る
場
も
小
さ
な
も

の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
地

道
な
活
動
が
実
を
結
び
女
性
消
防
団
員
と

し
て
の
活
動
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
防
災
訓
練
の
参
加
や
防
災
指
導
の
依
頼

を
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
主

な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
防
災
訓
練
等
に

参
加
し
応
急
担
架
搬
送
や
地
域
住
民
の
防

災
意
識
向
上
の
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
街
頭
へ
立
ち
市
民
へ
の

広
報
活
動
、
ま
た
独
居
老
人
宅
へ
の
防
火

防
災
指
導
や
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
出
向
き

紙
芝
居
、
寸
劇
な
ど
を
交
え
な
が
ら
幼
児

防
災
教
育
を
お
こ
な
う
な
ど
、
多
彩
な
場

面
で
活
躍
の
場
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
女
性
消
防
団
員
と

し
て
こ
の
数
年
で
頼
も
し
く
成
長
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
知
識
・
技
術
と
共
に
経
験

を
重
ね
、
さ
ら
に
有
事
に
備
え
実
際
の
災

害
現
場
活
動
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
日
々

研
鑽
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

に
か
ほ
市
消
防
団
で
は
、
女
性
消
防
団
員

は
組
織
の
中
核
と
し
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
勢

い
に
乗
っ
て
、
に
か
ほ
市
の
み
な
ら
ず
他

の
地
域
に
も
女
性
消
防
団
員
の
活
躍
さ
れ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
が
波
及
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
　
　
　（
情
報
提
供
＝
本
荘
由
利
支
部
） 

 

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
決
議 

　女子マラソンで日本人初の世界チャンピオ
ンとなった『浅利純子様』の講演や、会場前
では昔活躍した消防ポンプ車の展示も行いま

すので、地域の方々も是非お出掛け下さい。                                           

　開催日時　平成23年6月25日(土)  
　　　　　　　　　　　　　　午後1時から
　開催場所　鹿角市十和田大湯 
　　　　　　　　「大湯温泉　ホテル鹿角」 

第64回秋田県消防大会 
鹿角支部開催のお知らせ 

№688（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年６月15日（毎月１回15日発行）（８）
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消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 
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